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Solution Overview
ビジネスの継続性を支援する

シスコ  モバイル イ ンテ リ ジ ェ ン ト  ロー ミ ング 
ソ リ ューシ ョ ン

概要

今日のビジネス機会は、 もはや地理的距離やタ イム ゾーンに制限されません。 従業員の地理

的分散はさ らに進み、 ビジネスにおけるモバイル機器の利用もグローバル経済による成長の

追風に乗って拡大し ています。 しかし業務を効率よ く こなすためには、 社外からでも生産性

ツールやビジネス アプ リ ケーシ ョ ンにアクセスする必要があ り ます。Cisco Unified Wireless
Network の一部であるシスコ  モバイル イ ンテ リ ジ ェ ン ト  ロー ミ ング ソ リ ューシ ョ ンは、 モ

バイル エ ク スペ リ エンスの継続性を支援し ます。 本ソ リ ューシ ョ ンは、 Cisco モビ リ テ ィ

サービス エンジン （MSE） に搭載する Mobile Intelligent Roaming ソ フ ト ウ ェ アで構成され

ています。また、オープン API によ ってサー ドパーテ ィ  アプ リ ケーシ ョ ンや様々なモバイル

機器を統合する こ とができ、ネ ッ ト ワークやデバイスをまたがったビジネス アプ リ ケーシ ョ

ンのシームレスなロー ミ ングを可能にし ます。 これによ って、 異なるネ ッ ト ワーク を移動し

ながら各種のク ラ イ アン ト  デバイ スやアプ リ ケーシ ョ ン を使用する従業員の生産性がおお

いに向上し ます （図 1）。

図 1 シスコ  モバイル イ ンテ リ ジ ェ ン ト  ロー ミ ング ソ リ ューシ ョ ン ： 複数のアプ リ ケーシ ョ ン、 デ
バイス、 ネ ッ ト ワークにまたがるビジネス エクスペ リ エンスの継続
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ビジネス上の課題

現在、 モバイル従業員の多 く が、 Wi-Fi を組み込んだ ノ ー ト  パソ コ ンや第三世代 （3G） カー

ド を利用し ています。 今後、 ビジネス用ノ ー ト  パソ コ ンは Wi-Fi、 3G 高速パケ ッ ト  アクセ

ス （HSPA）、 EVDO、 WiMAX をはじめとする複数の無線イ ン ターフ ェ イスへの対応が進み、

イ ン タ ーフ ェ イ スの使い分けによ っ て移動中の接続状態を維持する よ う になる と予想され

ています。 最近ではデュアル モー ド （Wi-Fi と移動体通信） 電話端末の使用が急増し ま し た。

これら機器の売上げは、 2009 年までに Wi-Fi 携帯端末全体の売上げの 90% を締める と予想

されます。 1 また、 ノ ー ト  パソ コ ンに加えてデュアルモー ド携帯端末を、 移動体通信ネ ッ ト

ワークや勤務先の WLAN、 ホ ッ ト スポ ッ ト 間のロー ミ ングが可能な生産性ツールと し て、 連

絡先をま とめるのに利用し ているモバイル従業員もいます。 デュアルモー ド携帯の利用によ

り、 モバイル従業員の到達可能性が改善し、 アプ リ ケーシ ョ ンの帯域幅が拡大される と同時

に、 移動体通信ネ ッ ト ワークが弱い場所でも内蔵 WLAN でカバー可能にな り ます。

ノ ー ト  パソ コ ンやデュ アルモー ド 携帯の普及にもかかわらず、 エン ド ユーザのビジネス エ
クスペ リ エンスは不均一で、 その結果、 ネ ッ ト ワーク間のロー ミ ングも不安定と なっていま

す。 エ ン ド ユーザ エ ク スペ リ エ ンスが安定する と い う こ とは、 アプ リ ケーシ ョ ンや音声、

データが途切れないとい う だけでな く 、セキュ リ テ ィ 設定や認証などのユーザ プロ フ ァ イル

の安全性も増すこ と を意味し ます。

例

次の 3 つのシナリ オは、 ビジネス アプ リ ケーシ ョ ンの継続性に関する例です。

シナ リ オ 1 ： あるモバイル営業担当者が有線 IP 電話で電話会議を行っていた と こ ろ、 他の階

で働いている同僚との共同作業が必要な こ と に気付き、 有線 IP 電話のモバイル機能を使っ

て電話会議を自分のデュアルモー ド端末に送信し ま し た。 電話会議は自動的にデュアルモー

ド端末へと転送され、 企業 WLAN 内にいたこの営業担当者は、 WLAN を利用し て通信を続

行し ま し た。 これで身動きが自由にな り、 必要に応じ て同僚と共同作業し ながら会議を進行

し ていま し たが、 次のアポイ ン ト メ ン ト に向けて出発し なければな ら ない時間にな っ たた

め、 そのまま会社を後にし ま し た。 彼が会社を出る と同時に、 デュアルモー ド端末は会社の

WLAN から移動体通信ネ ッ ト ワークへと自動的に切り替わり、 アポイ ン ト 先への移動中も電

話会議を続ける こ とができま し た。

シナ リ オ 2：製品の配送を担当し ているある ト ラ ッ ク  ド ラ イバーは、PDA を使って倉庫にい

る際は ＷLAN、流通セン ターに向かっている間は移動体通信ネ ッ ト ワーク経由で在庫管理ア

プ リ ケーシ ョ ンにアクセス し ています。 目的地に到着後し たこのド ラ イバーは在庫管理シス

テムと通信を続け、配達状況を倉庫の WLAN に リ アルタ イムで更新し ま し た。 これら一連の

流れは、 ド ラ イバーがアプ リ ケーシ ョ ンを切り替えた り、 複数ネ ッ ト ワーク を移動するたび

にログイ ンする手間をかける こ と な く 、 スムーズに自動処理されています。

シナ リ オ 3 ： 病院へ向か う途中、 デュアルモー ド携帯の移動体通信ネ ッ ト ワーク を利用し て、

緊急治療チームに重要な指示を送っていたある医師は、 肺の専門家と話し合う必要がある こ

とに気付きま し た。 そこで、 電話し ながら専門家の連絡先を検索し、 三者間の電話会議を始

めま し た。 緊急治療室に入る と、 モバイル ルーテ ィ ングは移動体通信ネ ッ ト ワークから、 最

も コス ト 効率の良 く 安全な病院の WLAN へと シームレスに切り替わり、サービスや電話会議

を中断する こ と な く 、 指示を送り続ける こ とができま し た。
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現在、円滑なロー ミ ングを実現する各種ソ リ ューシ ョ ン  アーキテ クチャ を扱う ベンダーはい

く つか存在し ますが、 これらのソ リ ューシ ョ ンは、 いずれも音声通話の連続性しか考慮し て

いない傾向があ り ます。 さ らに、 消費者向けサービス プロバイダ ソ リ ューシ ョ ンか、 ビジ

ネス ユーザ向けのエン タープラ イズ ソ リ ューシ ョ ンかによ ってアプローチが異な り ます。し

かし、 音声とデータの両アプ リ ケーシ ョ ンでセ ッ シ ョ ンの持続性を確保する とい う ニーズに

配慮し たソ リ ューシ ョ ンはない上、これらのソ リ ューシ ョ ンは WLAN ネ ッ ト ワーク を利用し

ないため、 シグナル強度のみに基づいて局所決定を行います。

モバイル イ ンテ リ ジ ェ ン ト  ロー ミ ングの仕組み

モバイル イ ン テ リ ジ ェ ン ト  ロー ミ ング ソ リ ュ ーシ ョ ンの主要コ ンポーネン ト は、 Cisco
Unified Wireless Network の一部と し てモビ リ テ ィ  サービス エンジン上で稼働する ソ フ ト

ウ ェ アです。 このソ フ ト ウ ェ アはデバイスに通知を送信し、 利用可能な他のネ ッ ト ワークへ

と自動的にロー ミ ングする高度な技術を備えています。 企業ネ ッ ト ワークの知識に基づ く こ

のソ リ ューシ ョ ンは、モバイル従業員が WLAN から移動体通信ネ ッ ト ワークへのロー ミ ング

またはその逆のロー ミ ングを行 う 際、 企業の WLAN にシグナル強度やネ ッ ト ワークの可用

性、 実行中のアプ リ ケーシ ョ ン とデバイスの種類をサポー ト する QoS （Quality of Service）

に関する最も正確な情報がある こ と を前提と し ています。 Cisco Mobile Intelligent Roaming
Software はク ラ イアン ト  デバイスに通知を送り、デバイスはこの情報に基づいてネ ッ ト ワー

クの切り替えを判断し ます。 企業 WLAN は IT 部門で厳密に管理されているため、 IT 部門は

シス コ  モバイル イ ンテ リ ジ ェ ン ト  ロー ミ ング ソ リ ューシ ョ ン を利用する こ と で、 アプ リ

ケーシ ョ ンが途切れないよ う ネ ッ ト ワークのカバー範囲を確保できます。 ネ ッ ト ワーク圏外

については、 代替ソ リ ューシ ョ ンを使用する こ と で、 アプ リ ケーシ ョ ンの連続性を積極的に

確保できます。

ハン ド オフ とハン ド イ ン

シスコ  モバイル イ ンテ リ ジ ェ ン ト  ロー ミ ング ソ リ ューシ ョ ンは、ク ラ イアン ト  デバイスで

WLAN から移動体通信ネ ッ ト ワークへと スムーズにロー ミ ングするハン ド オフ と、移動体通

信ネ ッ ト ワークから企業 WLAN へスムーズにロー ミ ングするハン ド イ ンの 2 つの方法でク

ラ イアン ト  デバイスのロー ミ ングを可能にし ます。

最も一般的なアーク テ クチャでは、 受信信号強度イ ンジケータ （RSSI） のレベルまたはネ ッ

ト ワーク信号の強度に基づいてハン ド オフ  プロセスを開始し ます。この場合ク ラ イアン ト  デ
バイスは、 直接またはサー ド パーテ ィ のゲー ト ウ ェ イ経由で企業の PBX に送信されたハン

ド オフ通知を起動し、 コールを移動体通信ネ ッ ト ワークに転送し ます。 WLAN 信号が一時的

に ド ロ ッ プ し た り、 建物内の移動体通信ネ ッ ト ワークの強度が十分でない可能性がある こ と

から、このアプローチ自体はあま り安定し たものではあ り ません。その結果、コールが WLAN
ネ ッ ト ワークに戻され、 コールの切断やエン ド ユーザ エ クスペ リ エンスの低下を招きます。

ハン ド オフ通知を最適な タ イ ミ ングで送信するには、ネ ッ ト ワーク内のアクセス ポイ ン ト 位

置やク ラ イアン ト 負荷など、 他のネ ッ ト ワーク  パラ メ ータ を考慮し、 ハン ド オフ通知を送信

する前にカバー範囲に関する最も正確な情報を入手する こ とが重要です。 図 2 は、 コールを

WLAN から移動体通信ネ ッ ト ワークへとハン ド オフする際の典型的なプロセスです。 なお、

この図 2 では、 音声アプ リ ケーシ ョ ンのみのハン ド オ フ を示し ている点に注意し て く だ さ

い。
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図 2 ク ラ イアン ト 制御によるハン ド オフ  プロセス

モバイル イ ンテ リ ジ ェ ン ト  ロー ミ ング ソ リ ューシ ョ ンは、 Cisco の固定通信と移動通信の

融合戦略において重要と なるコ ンポーネント です。 こ のサービスは、 Cisco の各種モバイ ル

ビジネス  ソ リ ュ ーショ ン上に構築し 、 それら 機能と 連動し て（ 特にシングルナンバー リ ーチ

などのビジネス生産性機能）、 シームレスなモバイル コ ラボレーシ ョ ンを実現し ます。

Wi-Fi と移動体通信ネ ッ ト ワーク間のロー ミ ングをシームレスに行う  Cisco Mobile Intelligent
Roaming Software は、Cisco モビ リ テ ィ  サービス エンジンが提供するオープン API 経由で、

デバイス、 アプ リ ケーシ ョ ン、 ゲー ト ウ ェ イ  ベンダーのいずれから も アクセスできるため、

ベンダーに関し ては市場で最も包含的なソ リ ューシ ョ ン と なっています。 オープン API は、

多様なイ ン フ ラや企業の導入ニーズを満たすよ う設計されています。

ソ リ ューシ ョ ン 
シスコ  モバイル イ ンテ リ ジ ェ ン ト  ロー ミ ング ソ リ ューシ ョ ンには次のコ ンポーネン ト があ

り ます。

ク ラ イアン ト  デバイス

モバイル従業員が複数のオペレーテ ィ ング システムやワイヤレス ネ ッ ト ワーク上で使用可

能なモバイル イ ン ターネ ッ ト  デバイス （MID） などの音声およびデータ  デバイスで、 フ ォー

ム フ ァ ク タはエン ド ユーザのニーズと作業環境によ って異な り ます。 シスコ  モバイル イ ン

テ リ ジ ェ ン ト  ロー ミ ング ソ リ ューシ ョ ンでは当面、現在普及し ている Wi-Fi と移動体通信の

両方に対応し たク ラ イアン ト  デバイスに重点を置 く 予定ですが、 将来的には WiMAX、 パッ

シブ RFID、 その他のワイヤレス ネ ッ ト ワークへの対応も検討し ています。

Cisco Unified Wireless Network 
有線および無線ネ ッ ト ワークの両方に対応可能な唯一の多目的ソ リ ューシ ョ ンで、シスコ  コ
ンテキス ト  アウ ェ ア モビ リ テ ィ  ソ リ ューシ ョ ンなどの高度なサービスを利用でき るほか、

実装は簡単で ト ラ ブル シ ュ ーテ ィ ング機能 も搭載 さ れています。 Cisco Unified Wireless
Network を広範に実装すれば、 モバイル イ ンテ リ ジ ェ ン ト  ロー ミ ング ソ リ ューシ ョ ンの威

力を高める こ とができます。
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Cisco モビ リ テ ィ  サービス エンジン （MSE）

Mobile Intelligent Roaming Software が搭載 さ れ る プ ラ ッ ト フ ォ ーム で、 Cisco Unified
Wireless Network のコ ア コ ンポーネン ト です。 Cisco MSE は、 その他のモジュ ラー サービ

スを活用し て、ク ラ イアン ト  デバイスにおける異種アプ リ ケーシ ョ ン間のシームレスなロー

ミ ングを可能にし ます。

Cisco Mobile Intelligent Roaming Software
MSE 上で稼働する このソ フ ト ウ ェ アは、 ネ ッ ト ワーク  ステータ スの可視性と可用性に関す

る通知を送信し、ク ラ イアン ト  デバイスが他のネ ッ ト ワークへシームレスにロー ミ ングする

タ イ ミ ングと手段を決定する上でサポー ト し ます。

オープン API
Cisco Mobile Intelligent Roaming Software がロー ミ ング ト リ ガー生成に必要な情報をすべて

取得する と、 ク ラ イアン ト  デバイスはオープン API 経由で MSE に登録され、 ト リ ガー情報

が受信可能な状態にな り ます。 API は SOAP/XML プロ ト コルを採用し てお り、 ビジネス プ
ロセスへの統合に合わせて変更できます。

ク ラ イアン ト  デバイス用 Cisco Compatible Extensions 
Cisco Unified Wireless Network に搭載されている Wi-Fi 規格をはじめとする、 セキュ リ テ ィ

や QoS、 バ ッ テ リ電力の節約に関連する革新的な各機能の メ リ ッ ト を十分に活用するため

に、 ク ラ イアン ト  デバイスにはシスコ互換デバイスの使用が推奨されます。 このプログラム

によ って認証されたク ラ イアン ト  デバイスは、 Cisco Unified Wireless Network などの高度

な機能を フルに活用できる こ とが保証されます。

Cisco Unified Wireless Network の一部である モバイル イ ン テ リ ジ ェ ン ト  ロー ミ ング ソ

リ ューシ ョ ンは、 企業向け Cisco Service-Oriented Networking Architecture （SONA） に基づ

いてお り、 優れたカス タ マー エ クスペ リ エンスを提供する上でのプ ラ ッ ト フ ォームと なる、

適応性が高 く 、 機敏でイ ンテ リ ジ ェ ン ト なネ ッ ト ワーク構築をサポー ト し ます。

ビジネス上のメ リ ッ ト

有線ネ ッ ト ワーク とは異な り、無線ネ ッ ト ワークは常に変動する こ と でク ラ イアン ト  デバイ

スの接続ニーズを満た し ます。 同時に、 企業におけるデュアル モー ド端末数の増加に伴い、

ワイヤレス ネ ッ ト ワーク を適正化する こ と で、デバイスが最適なネ ッ ト ワーク を選択し て利

用で き る よ う にする必要が生 じ ます。 シス コ  モバイル イ ン テ リ ジ ェ ン ト  ロー ミ ング ソ

リ ューシ ョ ンの主な メ リ ッ ト は、 次のとお り です。

• 途切れないビジネス エ クスペ リ エンスでエン ド  ユーザのイ ン タ ラ クシ ョ ンを強化

し、 ユーザのログイ ン回数を減らすこ と で生産性の向上を実現し ます。

• カバー範囲と帯域幅に基づいて最適なネ ッ ト ワーク （WLAN または移動体通信） を

選択する こ と で、 建物内での利用状況を向上させます。

• アプ リ ケーシ ョ ンの実行に最適なネ ッ ト ワーク を選択し、ネ ッ ト ワーク  リ ソースの

効率利用と ク ラ イアン ト  デバイスの最適化によ って、バッ テ リ電力の節約などのメ

リ ッ ト を生み出し ます。

• 移動体通信ネ ッ ト ワークから  WLAN ネ ッ ト ワークへと シームレスにロー ミ ング可

能なため、アプ リ ケーシ ョ ンが途切れず、同時に最も コス ト の安いルーテ ィ ング ソ
リ ューシ ョ ンをエン ド  ユーザに提供する こ と で携帯電話料金を節約し ます。
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シス コが選ばれる理由

ネ ッ ト ワーク を専門家集団であるシスコは、 シームレス ロー ミ ング業界ナンバーワンの、 強

力で汎用性が高 く 、 包括的なソ リ ューシ ョ ンを提供し ています。 シス コ  モバイル イ ンテ リ

ジ ェ ン ト  ロー ミ ング ソ リ ューシ ョ ンは、 ネ ッ ト ワークにおける イ ンテ リ ジ ェ ンスを活用す

る こ と で、 サー ドパーテ ィ のデバイスやアプ リ ケーシ ョ ン、 ミ ドルウ ェ アを統合し、 アプ リ

ケーシ ョ ンの連続性に対するお客様のニーズを満たし ます。

関連情報

シスコ  モバイル イ ンテ リ ジ ェ ン ト  ロー ミ ング ソ リ ューシ ョ ンの詳細については、次の URL
を参照し て く ださい。

http://www.cisco.com/jp/go/mobileroaming/

Cisco オープン API の詳細については、 次の URL を参照し て く だ さい （Cisco パー ト ナーの

み） [英語]。
http://www.cisco.com/cgi-bin/dev_support/access_level/product_support

Cisco モビ リ テ ィ  サービス エンジンの詳細については、 次の URL を参照し て く だ さい。

http://www.cisco.com/jp/go/mse/

Cisco Unified Wireless Network の詳細については、 次の URL を参照し て く だ さい。

http://www.cisco.com/jp/go/unifiedwireless/
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